学校に行くようになったら「よかった」の？
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さて、５月の集まりに行ってみると、うわー、なにやら出店がいっぱい。たこ焼きに、かき氷に、チョコバナナに、くじ引きやさん。最後はなんとカラオケバーに変身･･･。いやいやどうもごちそうさまでした。

何年も学校から離れた暮らしをしていた子どもたちですが、ある子は定時制の高校に行き始め、ある子は中学の部活にだけ通い、またある子は修学旅行に参加してみたりと、それぞれに「新鮮な」学校体験をしているようで、その反応もさまざまな様子。試験勉強に励んだり、先輩としゃべるのがおもしろかったり、修学旅行はもうこりごり！だったり。楽しいのも、がっかりするのも、みんな自分で決めて、自分でやってみて、自分で感じているのがとってもいいなあと思います。親たちは、あらまー、さて次はどうなることやらと、予想もつかぬ展開を眺めている、といったところでしょうか。

何年かぶりに子どもが学校にかかわり始めると、あるお母さんは周りから「よかったねえ」と言われて困惑したそうです。「学校に行くようになったからといって別によかったという感じはなくて。自分自身で動き出したということがうれしいと思うのであって、たまたまそれが学校だったというだけ。選択肢の一つなわけで」。これって親が本当に学校から解放されているかどうかの試金石になる言葉だと思います。でもこういうのって、「心配している」おばあちゃんや学校の先生には宇宙人の言葉のように聞こえてしまうようです。

私も、中学の部活だけ行き始めた息子のことを近所の人から「よかったねえ」と言われるのですが、特にそんな感慨もない。先生とも話をしましたが、教頭先生にも校長先生にも「これをきっかけに、少しでも授業に出られるようにがんばってほしい」と何度も言われました。「授業に出られるようになるために部活に来るのではありませんので、どうぞ期待はしないで下さい。」と、三度念押ししましたが、最後まで「学校としてはきっかけにしたいと思っています。お母さんは学校へ行ってほしいと思わないのですか」と聞かれたので「別に思いません。本人が行きたいと思えば別ですが」と私。こちらの立場を認めてもらいつつ、子どものために良い関係を保てるといいのですが。

